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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
今
日
も
彼
女
は
不
機
嫌

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
１
０
Ｃ

【
作
者
名
】

　
†
七
瀬
†

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
０
７
年
か
ら
共
学
に
な
っ
た
私
立
百
合
華
学
院
高
校
の
優
等
生
”
桜
木

桃
”
（
高
校
１
年
生
）
は
、
可
愛
く
て
、
頭
が
良
く
、
料
理
も
で
き
る
、
優
秀

な
子
。
し
か
し
、
そ
ん
な
彼
女
に
は
表
裏
が
あ
る
二
面
性
の
持
ち
主
だ
っ
た
！

？
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
１
：
主
人
公
は
腹
黒
い
お
姫
様
♪

只
今
、
５
月
半
ば
。
�
�
�

寒
く
も
無
く
、
暑
く
も
な
い
・
・
・
�
�
�

ぁ
！
こ
ん
に
ち
は
皆
さ
ん
。
�
�
�

私
は
、
”
桜
木
　
桃
”
。
一
様
、
百
合
華
学
院
高
校
の
�
�
�

優
等
生
で
す
（
普
通
・
・
自
分
で
言
う
か
・
・
・
汗
）
�
�
�

・
・
・
い
き
な
り
で
す
が
、
大
問
題
発
生
！
？
�
�
�

百
合
華
学
院
は
、
女
子
高
な
ん
で
す
が
・
・
・
・

今
年
か
ら
共
学
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

向
か
い
側
の
男
子
校
と
・
・
・
・

ぇ
？
た
か
が
共
学
で
す
っ
て
！
？

私
に
と
っ
て
は
こ
の
世
の
大
問
題
な
ん
で
す
！
！

だ
っ
て
私
は
・
・
・

男
子
が
大
の
苦
手
な
ん
で
す
も
の
（
泣
）
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そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
去
年
の
１
２
月
・
・
・

私
は
、
中
等
部
で
生
徒
会
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
ッ
バ
ン
―

机
を
叩
く
音
が
生
徒
会
室
中
に
響
い
た
。

桜
木
『
ぇ
！
？
山
本
先
生
！

来
年
か
ら
高
等
部
は
共
学
に
な
る
っ
て
本
当
で
す
か
！
？
』

と
、
驚
く
私
に
山
本
先
生
は
、
笑
顔
で
・
・
・
。

山
本
先
生
『
そ
う
よ
。
男
子
が
来
る
の
よ

良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
！
恋
で
き
る
し
♪

じ
ゃ
ぁ
、
全
校
集
会
で
ス
ピ
ー
チ
よ
ろ
し
く
ね
』

・
・
・

そ
し
て
・
・
・
中
学
は
卒
業
し
、
高
校
に
入
学
。

勿
論
、
入
学
式
で
は
男
子
と
一
緒
で
・
・
・

私
は
、
嫌
で
嫌
で
仕
方
が
無
か
っ
た
の
で
す
。
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授
業
中
で
も
、
男
子
は
、
だ
ら
～
っ
と
し
て
て

時
に
は
授
業
に
な
ら
な
い
事
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
男
子
は
嫌
な
の
で
す
・
・
・
。

昼
食
中
で
は
・
・
・
。

私
は
、
よ
く
友
達
の
”
瑠
璃
”
・
”
亜
美
”
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
す
。

瑠
璃
『
今
日
も
色
取
り
い
い
お
弁
当
だ
ね
』

亜
美
『
本
当
！
頭
は
い
い
し
、
素
直
だ
し
、

料
理
も
作
れ
る
・
・
・
。
す
ご
い
よ
ぉ
』

桃
『
す
ご
く
な
い
よ
ぉ
。

み
ん
な
の
だ
っ
て
美
味
し
そ
う
な
お
弁
当
じ
ゃ
な
い
』

・
・
・
そ
ん
な
尊
敬
さ
れ
る
私
に
も

皆
に
言
え
な
い
秘
密
が
あ
る
ん
で
す
・
・
・

そ
れ
は
と
い
う
と
・
・
・
。

男
子
Ａ
『
ぁ
、
桜
木
さ
ん
の
お
弁
当
可
愛
い
』
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男
子
Ｂ
『
自
分
で
作
っ
て
る
ら
し
い
よ
。
』

男
子
Ｃ
『
マ
ジ
で
！
作
っ
て
も
ら
い
て
ぇ
～
』

彼
ら
は
、
ひ
そ
ひ
そ
話
し
て
私
に
は
聞
こ
え
て
な
い
よ
う
に

思
っ
て
い
る
が
・
・
・
。

（
俺
に
は
、
ま
る
聞
こ
え
だ
っ
つ
ー
の
！

つ
ー
か
、
て
め
ぇ
ー
等
、
好
き
勝
手
言
い
や
が
っ
て

俺
は
、
お
前
達
の
者
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
ん
だ
よ
！
？

は
ぁ
・
・
マ
ジ
ぶ
ん
殴
り
て
ぇ
・
・
・
。
）

・
・
・
私
の
本
性
↑
が
こ
ん
な
の
だ
っ
て
事
を
・
・
・
。

以
外
に
も
私
は
、
人
気
者
で
も
あ
っ
た
。

き
っ
と
、
皆
か
ら
見
た
私
の
印
象
は
・
・
・

”
優
し
い
”
・
”
可
愛
い
”
（
ぇ
・
・
）
・
”
頭
い
い
”

だ
ろ
う
・
・
・
。

（
つ
ー
か
！
人
の
印
象
作
っ
て
ん
じ
ゃ



6

ね
ー
よ
！
！
マ
ジ
ウ
ゼ
ェ
ー
）

っ
ま
、
皆
に
は
言
え
ね
ー
け
ど
な
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
２
：
出
会
い
は
、
階
段
か
ら

放
課
後
。
�
�

私
は
、
夏
川
先
生
（
【
４
６
】
世
界
史
教
師
）
�
�

か
ら
職
員
室
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
�
�

私
は
、
先
生
方
の
お
気
に
入
り
だ
か
ら
�
�

良
く
職
員
室
に
行
っ
た
も
り
す
る
。
�
�

な
の
で
、
呼
び
出
さ
れ
た
理
由
だ
っ
て
す
ぐ
分
か
る
。
�
�

（
は
ぁ
～
ま
た
か
よ
・
・
・
面
倒
く
せ
ぇ
ー

き
っ
と
、
ノ
ー
ト
を
社
会
科
室
に
も
っ
て
行
く
だ
け
だ
ろ
う
・
・
・
。

ん
な
事
自
分
で
や
れ
よ
。
）

私
の
予
想
は
的
中
し
た
。

夏
川
先
生
『
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。

こ
れ
（
ノ
ー
ト
）
を
社
会
科
室
に
願
い
し
て
い
い
か
し
ら
？
』

桃
『
は
い
！
わ
か
り
ま
し
た
。

先
生
の
お
役
に
立
て
て
光
栄
で
す
』
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私
は
笑
顔
で
言
っ
た
。

（
は
ぁ
？
悪
い
と
思
っ
て
る
な
ら

こ
ん
な
こ
と
生
徒
に
頼
む
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ

つ
ー
か
、
今
日
は
、
ノ
ー
ト
の
量
が
多
す
ぎ
！
！
ウ
ザ
イ
！
）

そ
う
思
い
な
が
ら
階
段
を
降
り
た
。

っ
と
！
そ
の
時
・
・
・
。

―
ガ
ク
ッ
―

桃
『
っ
き
ゃ
！
？
』

私
は
、
足
を
踏
み
外
し
階
段
か
ら
落
ち
た
。

―
ド
タ
タ
タ
タ
ッ
！
―

（
ぃ
・
・
・
た
く
な
い
！
？
）

？
？
『
あ
の
・
・
・
大
丈
夫
で
す
か
？
』

青
年
の
声
・
・
・
。
あ
れ
？
と
思
い
目
を
開
け
た
。

桃
『
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
ご
、
ご
め
ん
な
さ
い
』

階
段
か
ら
落
ち
て
も
痛
く
な
い
の
は
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彼
が
、
私
の
下
に
い
た
か
ら
だ
。

す
ぐ
に
、
私
は
退
い
た
。

桃
『
ぁ
・
・
あ
の
。
。
本
郷
君
・
・
で
す
よ
ね
・
・
・
？

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
。
』

深
く
頭
を
下
げ
た
。

彼
の
名
前
は
、
本
郷
翔
大
。
私
と
同
じ
ク
ラ
ス
で

成
績
は
、
学
年
第
２
位
。
（
時
に
は
、
１
位
）

彼
は
、
身
体
を
起
こ
し
て
、
落
ち
て
い
る
ノ
ー
ト
を
拾
い
な
が
ら

本
郷
『
僕
は
、
大
丈
夫
だ
よ
。

で
も
、
桜
木
さ
ん
も
大
変
な
ん
だ
ね
・
・
・
。
毎
回
先
生
か
ら
の

頼
み
事
を
引
き
受
け
る
な
ん
て
。
。
は
ぃ
、
こ
れ
で
全
部
だ
ね
？
』

そ
し
て
、
拾
っ
て
く
れ
た
ノ
ー
ト
を
私
に
渡
し
立
ち
上
が
っ
た
。

本
郷
『
ッ
痛
・
・
。
』

―
ッ
バ
タ
―

（
ぇ
！
？
）
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桃
『
ほ
、
本
郷
君
大
丈
夫
！
？
』

本
郷
『
ち
ょ
っ
と
足
を
軽
く
ひ
ね
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い

す
ぐ
治
る
か
ら
気
に
し
な
い
で
、
そ
れ
よ
り

早
く
お
仕
事
片
付
け
た
ほ
う
が
い
い
よ
。
僕
も
、

教
室
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
け
な
い
事
あ
る
か
ら
』

そ
う
言
っ
て
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
い
て
い
く
本
郷
。

私
は
、
言
わ
れ
た
と
お
り
。
す
ぐ
に
仕
事
を
片
付
け
た
。

急
い
で
教
室
に
戻
っ
た
。

（
面
倒
な
事
に
な
っ
ち
ま
っ
た
よ
。
。
。
。
）

―
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
―

本
郷
『
ぁ
、
桜
木
さ
ん
。
仕
事
終
わ
っ
た
の
？
』

桃
『
ぅ
ん
、
終
わ
っ
た
よ
。
本
郷
君
の
方
は
ど
お
？
』

本
郷
『
今
、
終
わ
っ
た
よ
。
こ
れ
か
ら
帰
る
と
こ
ろ
』

ニ
コ
っ
と
笑
顔
を
見
せ
る
本
郷
。

―
ッ
ポ
―
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（
ッ
ポ
っ
じ
ゃ
ね
ー
よ
俺
！
！

確
か
に
奴
は
、
可
愛
い
と
わ
思
う
け
ど
・
・
・
・
ぁ
！
？
）

桃
『
そ
う
い
え
ば
！
？
足
！
？

す
ぐ
そ
こ
に
接
骨
院
あ
る
か
ら
行
こ
う
よ
！
』

彼
は
、
首
を
横
に
振
り
な
が
ら
。

本
郷
『
い
い
よ
、
大
丈
夫
だ
か
ら
。

っ
さ
、
帰
ろ
う
か
』

私
達
は
、
い
た
っ
て
普
通
の
会
話
を

し
な
が
ら
歩
い
て
帰
っ
た
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
３
：
今
日
の
学
校
（
午
前
編
）

次
の
日
。
�
�

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
（
３
時
間
目
終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
）
�
�

―
４
時
間
目
の
授
業
の
教
室
移
動
の
時
―
�
�

瑠
璃
「
次
は
、
数
Ａ
だ
よ
↓
↓
�
�

や
る
気
な
ぃ
（
泣
）
。
。
」
�
�

亜
美
「
ま
ぁ
～
頑
張
ろ
う
よ
。
っ
さ
、
３
階
に
行
こ
う
！
」
�
�

桃
・
瑠
璃
「
「
う
ん
、
Ｏ
Ｋ
」
」

私
達
は
、
カ
バ
ン
を
持
っ
て
教
室
を
出
た
。

そ
の
時
、
あ
る
他
の
ク
ラ
ス
の
女
子
が
本
郷
に
話
し
か
け
て
い
る

所
を
目
に
し
た
。

女
子
Ａ
「
ぁ
・
・
・
あ
の
！
！
帰
り
ち
ょ
っ
と
お
時
間
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か

？
」

本
郷
「
う
ん
、
い
い
よ
」

（
・
・
・
ぁ
～
告
白
ね
ぇ
～
本
郷
も
大
変
じ
ゃ
ん
（
苦
笑
）
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っ
ま
、
俺
に
は
関
係
な
い
か
）

―
４
時
間
目
（
数
Ａ
）
―

ク
ラ
ス
を
見
回
す
と
・
・
・
。

（
大
体
の
人
。
寝
て
る
し
。
（
汗
）

っ
ま
、
俺
も
、
寝
て
ぇ
ー
け
ど
・
・
・
寝
れ
ね
ぇ
ー

今
の
、
イ
メ
ー
ジ
崩
さ
れ
ち
ゃ
大
変
だ
か
ら
♪
）

そ
ん
な
中
、
私
の
隣
の
席
の
人
も
、
真
剣
に

授
業
を
受
け
て
い
る
。

桃
「
・
・
・
・
。
」

本
郷
「
ど
う
し
た
の
？
俺
の
顔
に
何
か
つ
い
て
る
？
」

進
ん
で
い
た
ペ
ン
が
止
ま
り
、
彼
は
、
問
い
か
け
て
き
た
。

桃
「
ぁ
、
い
や
、
ご
め
ん
ね
。
大
部
分
の
人
が
寝
て
い
る
中
、

本
郷
君
も
集
中
し
て
勉
強
し
て
る
な
ぁ
～
っ
て
思
っ
ち
ゃ
っ
て
（
笑
）
」

本
郷
「
ま
ぁ
～
僕
も
寝
た
い
け
ど
ね
（
苦
笑
）

で
も
、
授
業
態
度
で
、
マ
イ
ナ
ス
に
し
た
く
な
い
か
ら
（
笑
）
」
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桃
「
で
す
よ
ね
ぇ
～
」

彼
は
、
ま
た
ペ
ン
に
視
線
を
戻
し
た
。

（
確
か
に
、
授
業
態
度
は
、
引
か
れ
た
く
ね
ぇ
～
な
）

そ
う
思
い
な
が
ら
本
心
ウ
ザ
そ
う
に
、
で
も
、
表
情
は
豊
か
に

か
っ
た
る
い
数
Ａ
の
授
業
を
受
け
た
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
４
：
現
場

―
時
は
経
っ
て
、
掃
除
の
時
間
―
�

只
今
、
教
室
掃
除
の
ゴ
ミ
捨
て
に
行
っ
て
ま
～
す
（
怒
）
�

（
た
っ
く
。
。
面
倒
く
せ
ぇ
ー
（
怒
）
早
よ
う
終
わ
ら
せ
よ
）
�

我
が
高
校
の
ゴ
ミ
捨
て
場
は
、
体
育
館
の
裏
側
を
ち
ょ
っ
と
行
く
と
あ
る
。
�

流
石
に
３
階
か
ら
は
、
大
変
だ
・
・
・
。
�

（
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
負
け
た
俺
が
悪
い
よ
な
ぁ
・
・
・
。
）
�

そ
う
自
分
と
ゴ
ミ
を
責
め
つ
つ
、

体
育
館
裏
に
到
着
～
（
怒
）

（
！
？
）
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私
は
、
前
に
歩
こ
う
と
し
た
足
を
無
理
や
り
止
め
、

す
ぐ
隣
に
あ
っ
た
大
き
い
木
々
に
隠
れ
身
を
潜
め
た
。

（
は
ぁ
？
何
故
、
俺
が
隠
れ
て
る
か
っ
て
？
？

別
に
宇
宙
人
が
い
る
と
か
だ
っ
た
ら
通
れ
る
け
ど
よ
・
・
・
。

　
　
　
　
　
あ
の

普
通
に
”
告
白
現
場
”
を
ス
ル
ー
し
て
通
れ
る
自
信
は
な
い
な
・
・
・
。
）

（
良
く
見
り
ゃ
、
さ
っ
き
の
女
子
と
本
郷
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
か

こ
ん
な
所

体
育
館
裏
で
告
白
す
る
な
よ
！
！
ゴ
ミ
捨
て
場
い
け
ね
ぇ
ー
だ
ろ
（
怒
）

っ
ま
、
様
子
で
も
見
る
と
し
ま
す
か
（
笑
）
）
｛
↑
悪
魔
・
・
・
。
｝

女
子
Ａ
「
ぁ
。
。
。
ぁ
の
。
。
。
」

女
子
Ｂ
「
由
香
里
ガ
ン
バ
！
！
」
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女
子
Ｃ
「
フ
ァ
イ
ト
！
」

（
う
わ
ぁ
～
１
対
３
か
よ
！

っ
て
か
、
あ
の
子
。
。
メ
ッ
チ
ャ
て
ん
ぱ
っ
て
る
（
笑
）
）

由
香
里
「
ほ
、
本
郷
様
・
・
・
。
す
、
好
き
で
す
！
！

そ
の
。
。
。
付
き
合
っ
て
下
さ
い
！
！
」

（
う
ぉ
―
―
―
！
！
！
！
！
！
言
っ
た
ぁ
！
！
！
！
！
）

由
香
里
と
言
う
奴
を
見
守
る
、
女
子
２
人
。

本
郷
は
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
顔
を
し
な
が
ら
・
・
・
。

本
郷
「
ご
め
ん
ね
、
俺
。
。
。
今
、
勉
強
で
頭
が
一
杯
で

恋
と
か
は
、
考
え
ら
れ
な
い
ん
だ
・
・
・
。
」
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由
香
里
「
そ
、
そ
ぉ
で
す
か
ぁ
・
・
・
」

ぐ
す
っ
と
涙
を
流
す
由
香
里
。

（
ぁ
～
女
の
子
泣
か
せ
ち
ゃ
っ
て
・
・
・
（
汗
）
）

本
郷
「
ぁ
・
・
・
も
し
、
良
け
れ
ば
友
達
で
も
い
い
で
す
か
？
」

（
逃
げ
た
ぁ
―
―
―
！
？
友
達
作
戦
か
ぁ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ツ

ま
ぁ
～
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
由
香
里
は
。
。
。
）

由
香
里
「
ぇ
！
？
良
い
の
で
す
か
！
？
」

（
の
る
の
か
い
！
！
！
）

女
子
Ｂ
・
女
子
Ｃ
「
良
か
っ
た
ね
。
由
香
里
！
！
」

由
香
里
「
う
ん
！
で
は
、
友
達
と
し
て
ヨ
ロ
シ
ク
お
願
い
し
ま
す
！
！
」
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頭
を
深
く
下
げ
、
３
人
は
、
体
育
館
裏
を
出
て
行
っ
た
。

（
鳴
い
た
カ
ラ
ス
が
、
も
う
笑
う
・
・
・
か
ぁ
・
・
・
）

と
、
そ
の
時
だ
。

彼
は
、
辺
り
を
見
回
し
誰
も
い
な
い
事
を
確
認
し
た
の
か

本
郷
「
・
・
・
う
ぜ
ぇ
ー
。
今
年
だ
け
で
１
３
回
目
・
・
・
。

人
の
事
、
何
に
も
分
か
ら
な
い
く
せ
に

”
好
き
で
す
”
み
て
ぇ
ー
な
事
言
う
な
よ
・
・
・
。
」

と
、
彼
は
し
ゃ
が
み
込
み
、
頭
を
か
い
た
。

（
ぅ
ん
。
。
。
そ
ぉ
だ
よ
ね
！
君
の
言
う
・
・
通
・
・
・
り
？

ち
ょ
！
ち
ょ
っ
と
待
て
や
―
―
―
！
？
！
？
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今
、
何
て
！
？
あ
の
本
郷
が
・
・
・
二
面
性
！
？
）

―
ガ
タ
ッ
―

（
ぁ
、
や
ば
！
？
（
汗
）
）

あ
ま
り
の
ビ
ッ
ク
リ
に
手
が
ゴ
ミ
箱
に
当
た
っ
て
音
が
・
・
・

本
郷
「
！
？
・
・
・
誰
！
？
」

立
ち
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
私
が
隠
れ
て
い
た
木
々
に
近
づ
く
本
郷
。

ど
う
言
う
言
い
訳
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
焦
る
桃
。

彼
女
が
と
っ
た
行
動

そ
れ
は
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

今日も彼女は不機嫌
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